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【要旨】

本研究の目的は、 A県内特別養護老人ホーム19施設に勤務する介護福祉士ファーストス

テップ研修(以下「ファーストステップ研修Jという)未修了の介護福祉士232;gJを対象
とし、ファーストステップ研修の受講意識とその理由を明らかにする。そして、ファース

トステップ研修の課題抽出を行う。

本調査では、受講希望32名、非受講希望22名、どちらともいえない82名の計136名

から、その理由に関する自由記述の回答を得た。本調査について共起ネットワーク分析

から、希望理由では「介護福祉士JI専門性JIリーダーJI高めるJI必要JI学ぶ」等に

強い共起性が抽出された。どちらともいえないでは「ファーストステップ研修JI内容J

「分からない」等の強い共起性が抽出された。また、「受講JI負担JI必要性」等との強

い共起性も抽出された。非受講者では「ファーストステップ研修JI分からない」や「介

護JI従事JIない」 との強い共起性が抽出された。さらに「研修費用JI高い」 や 「受講

時間JI調整JI難しいJに強い共起性がfal出された。

本研究から、受講希望する介護福祉士は、現在のファーストステップ研修に対して、リ

ーダーや介護福祉士の専門性を高めるための学びの視点があると考えている。一方、 9割

程度の介護福祉士は、事前課題や事後謀題を含めて200時間受講することが負担、研修内

容を知る機会がなくて分からない、受講の必要性、研修費用が高い、受講時間の調整の難

しさという視点が主なファーストステッフ研修の受講謀題だと考えており、それらの課題

に関する改善策の検討が必要と考える。

KEYWORDS:介護福祉士介護福祉士ファーストステップ研修課題抽出
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1.はじめに

2015年8月20日の介護人材確保地域戦略会議第3回

資料において、厚生労働省では、「介護人材確保の総合

的・計画的な推進」として、介護人材に関して「まんじ

ゅう型Jから「富士山型」へのビジョンを示し、 具体的

な施策検討が進められている。 rまんじゅう型Jの介護

人材から「富士山型」の介護人材への全休像は、図 lの

通りである。 rまんじゅう型」と示される要因について

は、主に介護に関する複数の資格が存在しているなか

で、介護人材の「専門性が不明確・役割が混在Jr将来

展望・キャ リアパスが見えづらい」 という課題が挙げら

れているからである。また、「富士山型」を示す目的と

しては、介護人材の量的確保から、すそ野を拡げるため

に多様な人材(就業していない女性、中高年齢者、若者

等)の参入促進を図っている。 同時に労働環境・処遇

の改善および資質の向上として、介護福祉士には、多様

な介護人材の中核的存在、介護現場におけるマネジメン

トのできるリーダー的存在を担うことが期待されてい

る。

前述の諜題改善について、公益財団法人日本介護福祉

士会では、公式ホームページ上にて介護福祉士の専門性

について「利用者の生活をよりよい方向へ変化させるた

めに、根拠に基づいた介護実践とともに環境を整備する

ととができることJと示している。さらに具体的には、

①介護過程の展開による根拠に基づいた介護実践(利用

者の自立に向けた介護過程を展開し、根拠に基づいた質

の高い介護を実践する、②指導 ・育成 (自ら介護等に関

する知識及び技能の向上に努めるだけでなく、自立支援

に向けた介護技術等、具体的な指導 ・助言を行う)、③

環境の整備 ・多職種連携(自j1.床者の心身その他の状況に

応じて、福組サービス等が総合的かつ適切に提供される

よう、物的・人的・制度的等、様々な環境整備を行うと

ともに、福祉サービス関係者等との連携を保たなければ

ならない)を挙げている。また、将来展望 ・キャリアパ

スにおいては、 2016年8月以降から介護福祉士の生涯

研修体系を介護福祉士基本研修、介護福祉士ファース

トステップ研修(以後、ファーストステップ研修)、認

定介護福祉士として位置づけて、「富士山型」の構築を

目指している。そして、 2017年9月においても各研修

は、図2の通り示されて現在に至る。 r富士山型」の構
築に向けて介護福祉士基本研修は、 全県で開請されてい

講料や受講者数にも格差が生じている。ファーストス

テップ研修に関しては、小規模リーダーの育成を目的

とする研修であり、介護福祉士取得後のキャリア形成

に向けて、表 lのカリキュラムを研修する。カリキュ

ラムは「ケアJr連携Jr運営管理基礎」を事前課題と

事後課題を含めて200時間行うことによって修了する。

認定介護福祉士の前段階研修として推奨されている研

修である。近年、フ ァーストステップ研修に関する研

究は、野庄I(2017)が実施した修了者の追跡調査では

有効性が検証されている。 しかし、ファーストステッ

プ研修について、 複数の都道府県において不開請の状

況となる理由のーっと して、受講者が研修開講定員に

満たされないため、不開講となる状況が生じている。

そこで本研究の目的は、 A県内特別養護老人ホーム

に勤務するファーストステッフ研修未修了の介護福祉

士232名を対象とし、ファーストステップ研修に関する

受講意識とその理由を明らかにする。そして、ファー

ストステップ研修の受講意識の類型化および受講課題

を探ることである。その際、ファーストステップ研修

の受講意識について、自由記述から共起ネットワーク

分析を行う。
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図 rまんじゅう型」の介護人材から 「富士山型」

の介護人材への全体像
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介E要領祖t士取得

る。次にファース トステップ研修は、複数の都道府県に 図2 公益社団法人日本介護福祉士会の示す生涯研修

おいて不開講の状況があり、各県によって開講状況、受 におけるキャリア形成体系
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出典:第11回社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専

門委員会 平成29年9月26日「求められる役割に適切

に対応できる介護福祉士の育成方策」 公益社団法人日

本介護福祉士会会長 石本淳也委員提出資料)

注釈 :旧介護福祉士初任者研修は、社団法人日本介護福

祉士会初任者研修テキス トを使用し、 3日間で倫理、コ

ミュニケーション、介護技術、記録・報告、福祉用具な

どの介護現場に必要な知識と技術を学ぶ研修である。介

護福祉士を取得して実務経験2年未満の初任者に推奨さ

れる研修である。現在では、介護福祉士基本研修に変更

し、各都道府県の介護福祉士会で開催している。

表1 介護福祉士フアーストステップ研修のカ リキュラ

ム
領峨(合言十時間数〕 科目 時間数

利用者の全人性、尊厳の実践的理解と展開 16 

ケア領峻 介護職の倫理の実践的理解と展開 16 

(7211寺間) コミュ二ケーション技術の応用的rJ.展開 16 

ケア場面での気づきと助言 24 

家族や地域の支}麦力の活用と強化 16 

連i究領域
ij:t穏ー間連焼の実践的展開 16 

(480寺問)

観察・記録の的確性とチームケアへの展開 16 

チームのまとめ役としてのリ ダ シ!ノブ 16 

セーフティマネジメント 16 

運営管理基礎領主主
問題解決のための思考法

(80時間)
16 

介護職の健康・ストレスの管理 16 

白戦場の分析 16 

11.目的

本研究の目的は、 A県内特別養護老人ホームに勤務す

るファーストステッフ。研修未修了の介護福祉士232名を

対象とし、ファーストステップ研修に関する受講意識と

その理由を明らかにする。そして、ファーストステップ

研修の受講意識の類型化および受講課題を探ることであ

る。

/11.方法

1.対象:本研究では2016年3月時点における A県全

ての特別養護老人ホーム105施設に協力依頼し、 19施

設232名のファーストステッフ研修未修了介護福祉士か

ら回答者E得た。これを分析対象とする。本研究は先行研

究「特別養護老人ホームにおける介護福祉士のキャ リ

ア形成と実践に関する研究ーファーストステップ研修

と求められる介護福祉士像12項目の意識調査からー」

(2018牛田)と同じ対象者である。

2.調査方法 :本研究者E進める際、前述の先行研究に

て協力者E得た19施設の特別養護老人ホームに自記式質

問紙調査する。その際、 A県内の特別養護老人ホーム

に勤務する 19施設232名のファーストステップ研修未

修了介護福祉士(ファーストステップ研修受講希望者

43名、どちらともいえない152名、非希望者36名)か

ら、ファーストステッフ研修の受講意識の回答につい

て、その理由を自由記述で回答を得る。

3. 調査実施期間・ 20 1 6年 3 月 1 日 ~7 月 31 日

4.調査内容 :先行研究にて協力を得たフアーストステ

ップ研修未修了の介護福祉士232名に対して、フアース

トステップ研修の受講意識に関する理由について自由記

述にて質問する。

倫理的配慮:本調査に際しての倫理的調査は以下の通り

である。

5.倫理的留意①調査実施に際して、 富山福祉短期大学

の倫理委員会より承認を得ている(承認番号 福短H

27-026号)。②対象者となる各特別養護老人ホームの介

護福祉士に対しては、 書面にて事前説明する。対象者に

対する本研究の同意は、調査用紙の返信を持って本人の

同意とする。③本調査は無記名であり、さらに同意を得

た施設が特定されることのないように本調査データを取

り扱う。④対象者のフ。ライパシ一保護に留意し、データ

管理責任者を決めて一元的に管理を行う。

6.分析方法 :回答を記述統計する。さらに、 KH

Coder2を用いて共起ネッ トワーク分析を行う。

IV.結果

本調査から、「受講希望者」は43名のうち、 32名から

理由に関する自由記述回答を得た(回答率74.4%)。自

由記述の総抽出語数は400であり、異なり語数は149で

あった。分析に使用する語は400語(異なり語数149)

とした。異なり語数149語について、出現回数の平均は

2.68、標準偏差4.28であった。これらの頻出語の内、

出現回数の多い20語の抽出語とその出現回数は、表2

の通りである。出現回数の多い語は、「思うJI自分」

「スキルアップJI研修JI仕事」等であった。
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表2 受講希望者の抽出語および出現回数

抽出語 出現回数

思う 9 

自分 7 
スキルアップ 6 
研修 6 
仕事 5 
介護 4 
今後 4 
受ける 3 
ステップ 2 
リーダー 2 
介護福祉士 2 
介助方法 2 
子品:ゐ、寺、 2 
高める 2 
自己 2 
自身 2 
専門性 2 
提供 2 
必要 2 
良い 2 

受講について「どちらともいえない」回答者153名の

うち、 82名から理由に閲する自由記述回答を得た(回

答率53.6%)。自由記述の総抽出語数は946であり、異

なり語数は242語であった。分析に使用する語は946語

(異なり語数242)とした。異なり語数242語は、 出

現回数の平均3.91、標準偏差7.37であった。これらの

頻出語の内、 出現回数の多い20語の抽出語とその出現

回数は、表3の通りである。出現回数の多い語は、 「分

からないJI研修JIファーストステップ研修JIない」

「内容」等であった。

「非受講希望者J36名のうち、 22名から理由に関す

る自由記述回答を得た(回答率611%)。自由記述の

総抽出語数は247であり、異なり語数は90であった。

さらに、分析に使用される語と して248語(異なり語

数90)が抽出された。分析に使用する語は248語(異

なり語数90)とした。異なり語数90語は、 出現回数の

平均2.76、標準偏差2.96であった。これらの頻出語の

内、出現回数の多い20語の抽出語とその出現回数は、

表4の通り である。出現回数の多い語は、「ないJIフ

アーストステップ研修JI分からないJI研修JI思う」

「従事」等であった。
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表4 非受講希望者の抽出語および出現回数

抽出語 出現回数

ない 10 
ファーストステップ研修 6 

分からない 6 

研修 4 

思う 4 

従事 4 

介護 3 

長い 3 

必要 3 
:品子二ゐ目、 2 

感じる 2 

研修費用 2 

現場 2 

高い 2 

資格 2 

取得 2 

受ける 2 

受講時間 2 

調整 2 

内容 2 

難しい 2 

さらに前述のファース トステップ研修受講に関する

「受講希望者JIどちらともいえない者JI非受講希望

者」の理由について、前述の各表の抽出語が含む文章を

分析対象として共起ネッ トワーク解析した結果、図3、

図4、図 5の通りである。希望理由の自由記述では、

「介護福祉士JI専門性JIリーダーJI高めるJI必要」

「学ぶ」や「良いJI提供JIステッ プ」に強い共起性

が抽出された。どちらともいえない理由の自由記述で

ハ
h
u
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は、 「ファーストステップ研修」又は「ファーストステ 図5 非受講希望者の共起ネットワーク

ップJi研修Ji内容Ji分からない」との強い共起'性が

抽出された。また、 「現在Ji受講Ji負担Ji必要性」

や「働く Ji必要」との強い共起'性も抽出された。非受

講者では 「ファーストステッフ研修Ji分からない」や

「介護Ji従事Jiない」との強い共起性が抽出された。

さらに、「研修費用Ji高い」や「受講時間Ji調整」

「難しい」においても強い共起性が抽出された。

図3 受講希望者の共起ネットワーク

図4 どちらともいえない者の共起ネットワーク
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v.考察

本調査から特別養護老人ホームにおける介護福祉士の

ファース トステップ研修の受講希望意識に関して、受講

希望者の理由からファーストステップ研修をスキルアッ

プ、 リーダーや専門性を高めるために必要な研修として

認識していることが示唆された。一方、どちらともいえ

ない、または非受講希望と回答する介護福祉士にとって

は、研修内容が分からないという共通する理由が強くあ

ることが明らかになった。

そして、受講希望者の自由記述について抽出語と出現

回数では「スキルアップ」が顕著であり、共起性におい

て「介護福祉士Ji専門性JiリーダーJi高めるJi必

要Ji学ぶ」 や 「良いJi提供Ji自身Jiステップ」に強

い共起性が抽出されたことから、受講希望者はファース

トステップ研修受講に対して、介護福祉士のリーダーや

専門性を高めるために必要だから学ぶといった介護福祉

士の社会的評価の向上という視点と、 自身をスキルアッ

プしながらより良い介護の提供という介護福祉士の資質

向上の視点があると考える。

次に、どちら ともいえないと回答した者について、

抽出語と出現回数で、は「分からないJi研修Jiファー

ストステップ研修JiないJi内容」が顕著であり、 「フ

アーストステップ研修」又は「ファーストステップ」

「研修Ji内容Ji分からない」との強い共起性から、研

修内容を知る機会がなくて分からないという視点が課題

である。この背景には、介護福祉士の職能団体である公

誌社団法人日本介護福祉士会の加入率の低さとの関係性
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や介護福祉士のキャリア形成研修の体系とそれらの研修

を受講した効果がト分に周知されておらず、介護福祉士

取得者に対して認識されていない状況であると考える。

また、「現在Jr受講Jr負担Jr必要性」や「働くJr必
要」との共起性も強いことから、現在受講する必要性や

働く上で必要であるか、受講判断において受講の必要性

の高さという視点が示唆された。本結果については、フ

ァース トステップ研修に関する研修内容そのものが分か

らないため、ファーストステップ研修の受講について必

要性が分からず、負担の方が気になり、どちらかともい

えない回答者が多くなったと推察する。ファーストステ

ップ研修は、小規模リーダーとしてユニットで勤務する

際に配置基準や加算対象として必要な研修であるか、修

了した介護福組士の処遇改善として給与に反映されるか

等、 200時間の研修を受講するからこそ、そのあたりを

明確にすることが求められていると考える。

~I:受講希望者については、抽出語と出現回数では「な

いJr分からないJrフアーストステップ研修」が顕著で

あり、「分からないJr研修内容」との強い共起性から、

どちらともいえないと回答した介護福祉士と共通性が明

らかになった。さらに、「介護Jr従事Jrない」との強

い共起性が抽出されたことから、介護福祉士を取得して

いるが、介護の職種ではなく、他の職種や職位であるた

め受講しないということが示唆された。介護福松士のキ

ャリア形成では、実務経験5年以上になると、ケアマネ

ジ、ャーを取得し、介護職ではなく相談職になる傾向であ

る。または主任、課長等となり管理職になり介護職から

離れる実態であるため、介護福祉士取得者に調査したか

らこその結果である。ただし、前述のキャリア形成に該

当する介護福祉士の割合以上に、介護福祉士の実務経験

5年以上の中堅や熟練、そこからリーダ一文は達人とな

り、特別養護老人ホームにて介護職として勤務する介護

福祉士が存在する。したがって、介護福祉士は介護職と

して働きながらファーストステップ研修を修了し、 「ケ

ア」と「連携」、さらに「運営管理基礎」の知識と技術

を身につけてキャリア形成していてく体制を構築するこ

とが介護福祉士の社会的評価の向上に寄与すると考え

る。しかし、働きながらという際、「研修費用Jr高い」
や「受講時間Jr調整Jr難しい」においても強い共起性

が抽出されたことは、ファーストステップ研修受講にお

いて大きな課題といえよう。

よって、本研究からは約 l割から 2割程度の介護福祉

士には、現在のファーストステップ研修に対して主体的
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であり、介護福祉士のリーダーや専門性を高めるために

必要だから学ぶといった介護福祉士の社会的評価の向上

という視点と、自身をスキルアップしながらより良い介

護の提供という介護福祉士の資質向上の視点があると考

える。一方、 9割程度の介護福祉士には、研修内容を知

る機会がなくて分からない、受講の必要性の高さ、研修

費用が高い、受講時間の調整の難しさという視点が主な

ファーストステップ研修の課題であり、それらの課題に

閲する改善策の検討が必要であるといえよう。

VI.おわりに

日本の介護人材の動向においては、 2025年に向けて

多様な介護人材の確保が急務である。その為、ますま

す「まんじゅう型」の介護人材となるか、「富士山型」

を梢築できるかは重要な時期である。同時に、多様な介

護人材の介護現場におけるマネジメン トのできるリー

ダー的存在の確保も重要であり、国家資格の介護福祉士

にますます期待される時期である。一方、介護福祉士誕

生後、現在までの取得ルートや条件は多様であり、介護

福祉士取得者の大部分はマネジメントやリーダーに関す

る教育文は研修を受けていない。他の専門職に比べて、

介護職として特別養護老人ホームに勤務する介護福祉士

は、各自の取得時の年齢に幅広く差がある。キャリア形

成に対する意識、職位階層、パートタイムによる非正規

雇用での勤務状況、同じ実務経験年数で、あっても私生活

の状況については育児する世代、介護する世代等多様で

ある。ファーストステップ研修の受講意識に関して、本

研究では、 「ファーストステップ研修Jr分からない」
が顕著である。しかし、記述統計および共起ネットワー

ク分析の結果からは、主な謀題を抽出に過ぎない。その

ため、働きながらファーストステップ研修を受講する

際、前述の諜題改善の方策については、 l臨能団体からの

ファース トステップ研修の推奨リーフレッ ト、 受講案内

チラシやホームページ等の周知強化のみでは困難と推察

する。

本研究はA県全ての特別養護老人ホームおよび地域

密着型特別養護老人ホーム105箇所に協力依頼し、 19

施設232名の介護福祉士から同意を得た自由記述を分析

している。本研究について、より信頼性と妥当性を高め

るため、様々な年代における特別養護老人ホームの介護

福祉士に対するインタビューを実施し、より具体的な追

跡調査が必要である。また、他県の介護福祉士との比較

による検討がない点は研究の限界である。今後の介護福
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介護福組士ファーストステップ研修の受誠意識と諜題抽出に|刻する研究 介護福制士を対象とした共起ネットワーク分析から

祉士のキャリア形成、介護人材における「富士山型」の

構築に向けたファーストステップ研修に関する研究につ

いては、各都道府県の介護福祉士会会長や特別養護老人

ホームの施設長に対しでもインタビュー調査を実施し、

その結果からより多角的に検討する乙とが必要といえよ

つ。
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A study on certified care workers in problem extraction of first step training. 

This research for 19 nursing homes in A prefecture. 

And it is a survey with 232 certified care workers. 

In this research we got a response from 136 certified care workers. 

From this study， the consciousness and the reason of first step training were clarified. 

The problem of first step training is the difficulty of adjusting the attendance time， 

attendance burden， inadequate knowledge of the training content， need for attendance， 

high training costs. 
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